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天
平
宝
字
二
年
の

『
金
剛
般
若
経
』
書
写

ー
入
唐
廻
使
と
唐
風
政
策
の
様
相
|

男

は
じ
め
に

天
平
宝
字
二
年
(
七
五
八
)
六
月
か
ら
翌
三
年
四
月
に
か
け
て
、
造
東
大
寺
司

いの
で写
、経

こ所
れで
らは
のニ
写度
経 1:

自5
2品
料願
を経
整書
理空

喜吉
長5
体 i-
像 hz
の畳
解喜

望草
ま者
たZ与

が
、
そ
の
結
果
、
書
写
さ
れ
た
経
典
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

(ー)で

巻天主
経平、
)宝

書字
写二
と年
八六
月月
十十
ノ、ノ、

日日
宣宣
に』こ

よよ
るる

~ ~ 

同金
経剛
」般

若
経

一0
0
0巻
(
千

一三

O
O巻
(
千
二
百
巻

経
)
書
写
は
、
光
明
皇
太
后
の
病
気
平
癒
の
た
め
計
画
実
施
さ
れ
た
一
連
の

事
業
で
、
千
巻
経
書
写
で
は
新
来
の
漢
訳
本
で
あ
る
真
諦
訳
の
祇
樹
林
本
が
、

千
二
百
巻
経
書
写
で
は
菩
提
流
支
訳
の
婆
伽
婆
本
が
そ
れ
ぞ
れ
底
本
に
据
え

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ニ
し
か
し
、
光
明
の
病
状
は
七
月
に
な
っ
て
悪
化
し
た
た
め
、
急
遁
『
千
手
千

眼
経
』

一0
0
0巻
・

『
新
調
索
経
』

『
薬
師
経
」

一O
部
二
八

O
巻
・

二
O
巻
(
千
四
百
巻
経
)

の
書
写
が
同
月
四
日
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
に

山

本

幸

書
写
さ
れ
た
『
新
潟
索
経
」
は
、
新
来
の
『
不
空
頴
索
神
変
真
吾
一
回
』
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
千
手
千
眼
経
』

の
場
合
も
当
時
最
も
新

し
い
漢
訳
本
で
あ
っ
た
菩
提
流
支
訳
の
も
の
が
底
本
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
確
認
点
を
ふ
ま
え
て
、
三
度
の
御
願
経
書
写
の
政
治
的

思
想
的
意
義
を
理
解
す
る
に
は
、
①
「
金
剛
般
若
経
』
が
二
度
に
わ
た
っ
て
大
量

書
写
さ
れ
た
理
由

② 
千
巻
経
書
写
で
新
来
の
l英
訳
本
が
底
本

据
え

ら
れ
た

理
由

③ 
千
巻
経

千

百
巻
経
書
写
と
千
四
百
巻
経
書
写
の
相
互
関
係
を
問
つ

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
前
稿
で
提
示
し
た
右
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
あ
る
が
、

以
下
で
は
『
金
剛
般
若
経
」
に
焦
点
を
当
て
て
大
量
に
書
写
さ
れ
た
背
景
を
検
討

〔

3
)

し
、
解
明
へ
の
糸
口
を
探
り
た
い
と
思
う
。

般
若
経
典
の
転
読
と
書
写

(4) 

般
若
経
典
は
、
渓
訳
で
四
二
種
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
や

{
5
)
 

『
続
日
本
紀
』
に
登
場
す
る
の
は
「
大
般
若
経
』
『
仁
王
般
若
経
』
『
金
剛
般
若
経
』

1-



『
般
若
心
経
」

の
四
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
早
く
見
え
る
の
は
「
仁
王
般
若

経
』
で
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
斉
明
天
皇
六
年
(
六
六
O
)
五
月
に
「
仁
王

般
若
之
会
」
が
設
け
ら
れ
、
天
武
天
皇
五
年
(
六
七
六
)
十
一
月
二
十
日
(
甲
申
)

に
は
『
金
光
明
経
』
と
と
も
に
「
四
方
図
」
で
説
か
れ
、
持
統
天
皇
七
年
(
六
九

=
一
)
十
月
二
十
三
日
(
己
卯
)
に
な
る
と
「
百
国
」
で
四
日
開
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
仁
王
般
若
経
』
が
護
国
経
典
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
『
続
日
本
紀
』
に
も
見

え
て
お
り
、
天
平
十
八
年
(
七
四
六
)
三
月
十
五
日
(
丁
卯
)

の
勅
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
為
レ
令
=
皇
基
永
園
、
宝
胤
長
承
、
天
下
安
寧
、
務
元
利
益
-
」
に
『
仁
王

般
若
経
』
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
大
般
若

経
」
の
場
合
も
同
じ
で
、
天
平
七
年
五
月
二
十
四
日
(
己
卯
)
に
「
為
下
消
ニ
除
災

宜
戸
、
安
中
寧
国
家
上
」
に
宮
中
及
び
大
安
薬
師
元
興
輿
福
の
四
寺
で
転
読

さ
れ
、
同
九
年
三
月
三
日
(
丁
丑
)
に
は
国
ご
と
に
一
部
(
六
O
O巻
)
写
さ
せ

る
な
ど
、
消
災
・
護
国
の
た
め
に
「
大
般
若
経
』
の
転
読
や
書
写
の
指
示
が
こ
れ

(
6
)
 

以
降
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
る
。

『
金
剛
般
若
経
』

は
、
天
武
天
皇
十
四
年
十
月
に
宮
中
で
説
か
れ
た
こ
と
が

『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
が
、
災
異
に
効
能
を
発
揮
す
る
経
典
と
解
さ
れ
て
い
た

ら
し
く
、
『
続
日
本
紀
』

で
は
神
亀
四
年
(
七
二
七
)
二
月
十
八
日
(
辛
商
)
に

「
為
レ
鈎
ニ
災
異
一
」
に
中
宮
で
転
読
さ
れ
、
天
平
七
年
八
月
十
三
日
(
乙
未
)
の
勅

で
は
、
大
宰
府
の
疫
気
対
策
の
た
め
府
大
寺
や
別
国
諸
寺
で
『
金
剛
般
若
経
』
を

読
ま
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
平
宝
字
二
年
(
七
五
人
)
七
月

三
十
八
日
(
戊
戊
)
に
な
る
と
、
「
為
レ
令
ニ
朝
庭
安
寧
、
天
下
太
平
¥
国
別
奉
レ

写
一
一
金
剛
般
若
経
品
川
巻
一
、
安
ニ
置
国
分
僧
寺
廿
巻
、
尼
寺
十
巻
一
、
恒
副
ニ
金
光
明

最
勝
王
経
¥
並
令
ニ
転
読
一
」
と
の
勅
が
出
さ
れ
、
『
金
剛
般
若
経
』
が
『
仁
王
般

若
経
」
『
大
般
若
経
』
と
い
わ
ば
同
格
の
護
国
経
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
周
年
八
月
十
八
日
(
丁
巳
)
に
は
、
「
来
年
己
亥
、
当
レ
会
二
三
合
一
」

女三
老云
川、口

r 之
、歳

起
坐有
行為

合室
岡袋

営実
ぐ:.-~ Lー

ごと
塑し

詞 Z
般宜
主云下

経費
羅支
蜜下
し諸

と戸
命
じ莫

易担
が男

出
さ
れ
、
『
般
若
心
経
』

の
念
論
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
天
平
宝
字
二

年
の
七
八
月
は
、
般
若
経
典
を
重
用
す
る
気
運
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
時
期

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
続
日
本
紀
』

で
は
こ
れ
以
降
、
「
仁
王
般
若
経
」
の
講
説
や
『
大
般
若
経
」

の
転
読
な
ど
が
散
見
し
、
宝
亀
五
年
(
七
七
四
ν

四
月
十
一
日
(
己
卯
)
に
は

『
般
若
心
経
』

の
念
舗
が
再
び
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
般
若
経
典
に
対

一2-

す
る
護
国
の
期
待
は
そ
の
後
も
続
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
『
金
剛
般
若
経
』

の

場
合
は
、
右
の
天
平
宝
字
二
年
の
記
事
を
最
後
に
転
読
な
ど
の
指
示
が
見
ら
れ
な

く
な
る
。
も
っ
と
も
、
『
日
本
後
紀
』
以
下
の
正
史
に
は
、
消
災
な
ど
の
目
的
で

(8} 

転
読
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
金
剛
般
若
経
』
に
対
す
る
依
存
も

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
『
続
日
本
紀
』

で
の
記
事
の
出

方
か
ら
推
せ
ば
、
護
国
経
典
と
し
て
の
需
要
が
そ
の
後
『
仁
王
般
若
経
』

や
『
大

般
若
経
』
に
比
し
て
低
下
す
る
こ
と
は
奇
め
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
天
平

宝
字
二
年
の
「
金
剛
般
若
経
』
重
用
策
が
い
か
に
突
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が

読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
う
し
た
「
金
剛
般
若
経
』
に
対
す
る
取
り
扱

い
は
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
皇
后
宮
職
や
造
東
大
寺
司
(
前
身
は
金
光
明
寺
造



表 皇后宮職・造東大寺司の写経所で書写された大般若経・仁王般若経・金剛般若経・般若心経

1部 600巻

7ノ177-178

2ノ482-487

10ノ305-311

9ノ64

3/604、4/1-
12、12/282、13ノ27

3ノ610、12ノ2867歳12月

14ノ1-26

14ノ288-304

大般若経2部 1200巻 少僧都慈、訓宣 一
-
一
9
0

n匂
一

巧

4

5
一、

I

寸
一
一
回
~

ト

ニ

幻

5
一
9

1

1
一5

ノ
一
ノ

ι

同

hu
一a
O
A
U

1
一
1

1Rn 
，生年7
 

qu 



金剛般若経 20巻・最勝王経2部 天平宝字6年3月 16ノ169-170

20巻 -4月?

最勝王経11部110巻・宝星陀羅尼 内宣弓削禅師(道鏡)宣 天平宝字7年3月-6月 5ノ402-411

経1部10巻・七仏所説神究経3 413-432 

部12巻・金剛般若経 600巻 16ノ367-370

心経m∞巻 官(他所で書写されたか) 天平宝字7年12月? 16ノ423-427

大般若経1部 600巻 勅旨 御願 大臣禅師 天平宝字8年7月-12月 5ノ488-492

(道鏡)宣 498-504 

(注)本表は、薗由香融「南都仏教における救済の論理(序説)一間写経の研究ーJ(日本宗教史研究会
編・日本宗教史研究4r救済とその論理』所収、法蔵館、 1974年)に掲載された「天平年間における間
写経一覧Jをもとに、栄原永遠男「難波之時御願大般若経についてJ(r大阪の歴史j16、1985年)、同
「福寿寺大般若経についてJ<r日本歴史j450、1985年)を参照し、私見を一部加えて作成したものであ
る。経典名は史料上の表記に従っているが、能断般若経は能断金剛般若経(玄英訳、義浄訳)のことで

金剛般若経(鳩摩羅什訳、菩提流支訳、真諦訳、笈多訳)の異称、仁王経は仁王般若経、心経・多心経

は般若心経に相当する。写経期聞の大半は推定である。典拠は『大日本古文書』の巻 ベージ数で、主

要なものを掲げるにとと寺めた。なお、皇后宮職・造東大寺司の写経機関の変遷については山下有美『正

倉院文書と写経所の研究J(吉川弘文館、 1999年)第1章を参照。
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物
所
)

の
写
経
活
動
で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
は
、
こ
の
両
者
の
写
経
機

関
(
以
下
、
写
経
所
と
称
す
)

で
書
写
さ
れ
た
四
種
の
般
若
経
典
(
一
切
経
の
一

部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
は
除
く
)
を
順
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
経
典

の
一
部
あ
た
り
の
巻
数
と
紙
数
を
天
平
勝
宝
六
年
(
七
五
四
)
l天
平
宝
字
二
年

{
9
)
 

の
例
で
示
す
と
、
「
大
般
若
経
』
は
六

O
O巻
一
万
六
七
九
張
、
『
仁
王
般
若
経
』

{同
)

A

U

)

は
ご
巻
三
三
張
、
『
金
剛
般
若
経
』
は
一
巻
一
一
一
張
、
「
般
若
心
経
」
は
一
巻
一

時
と
な
る
の
で
、
小
部
の
経
典
ほ
ど
書
写
機
会
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え

る
。
従
っ
て
、
大
部
の
『
大
般
若
経
」
を
除
け
ば
、

一
、
二
部
程
度
の
書
写
は
個

人
蔵
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
『
仁
王
般
若
経
』
『
金
剛
般
若
経
」

『
般
若
心
経
』

の
場
合
は
、
書
写
部
数
の
多
さ
が
発
願
者
の
期
待
の
大
き
さ
を
表

わ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
表
を
見
る
と
、
「
般
若
心
経
』

で
は
天

f 
J¥ 
年

天
平
勝
宝

年
と
天
平
宝
字
七
年

仁
王
般
若
経

で

よは
う天
で平
あ十
る~J\
OE年
会と

ti 
菱重
と五

I~ ~ 
李5
ヰ去
年効
字 会包

と世
ま対
て〉 勺者一

たる
書期
写待
カぎ が
あ高
るま
もる

の
の
、
部
数
か
ら
い
え
ば
や
は
り
官
頭
で
述
べ
た
天
平
宝
字
二
年
の
二
度
の
書
写

が
群
を
抜
き
、
同
七
年
の
も
の
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

天
平
宝
字
年
間
(
七
五
七

i
七
六
四
)

の
写
経
所
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
や

「
般
若
心
経
』

天
平
十
年
・
同
十
七
年
・
天
平
勝
宝
元
年
・
同
六
年
に

の
他
に
、

単
発
的
に
な
さ
れ
た
『
大
般
若
経
」

の
書
写
が
短
期
間
に
三
度
(
四
部
)
も
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
経
は
御
願
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
天
皇

や
太
上
天
皇
、
皇
太
后
ら
が
般
若
経
典
書
写
の
功
徳
に
い
か
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

天
平
神
護

1
宝
亀
年
間
(
七
六
五

1
七
人

O
)
の
写
経
所
で
は
、

一
切
経
の
書

写
が
中
心
と
な
る
た
め
写
経
を
通
し
て
般
若
経
典
に
対
す
る
関
心
の
度
合
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
表
に
示
し
た
天
平
宝
字
末
ま
で
の
様
相
は
、
『
続
日
本
紀
』

か
ら
窺
わ
れ
る
事
柄
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
な
か
で
も
「
金
剛
般
若
経
』

の
場

合
は

勅

よ
-:> 

て
宣
さ
れ
た
重
用
策
と
大
量
書
写
が
時
間
的

も
連
繋
し
て
お

り
、
『
同
経
』
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

藤
原
仲
麻
呂
の
唐
風
政
策

天
平
宝
字
二
年
七
月
の
『
金
剛
般
若
経
』
重
用
策
は
、
退
位
を
目
前
に
控
え
た

孝
謙
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
が
、
立
案
に
際
し
て
は
、
当
時
紫
微
内
相
の

地
位
に
あ
っ
た
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

聖
武
太
上
天
皇
の
遺
詔
に
よ
っ
て
立
太
子
し
た
道
祖
王
が
、
天
平
勝
宝
九
歳
一
一
一

{
M
}
 

月
二
十
九
日
(
丁
丑
)
に
淫
縦
を
理
由
に
廃
さ
れ
る
と
、
四
月
四
日

(
辛
巳
)

藤
原
仲
麻
呂
は
亡
男
真
従
の
妻
栗
田
朝
臣
諸
姉
を
安
わ
せ
自
邸
に
住
ま
わ
せ
て
い

た
大
炊
王
を
皇
太
子
に
擁
立
し
、
政
権
を
ほ
ぽ
確
立
し
た
。
こ
れ
以
降
、
天
平
宝

字
八
年
九
月
十
一
日
(
乙
巳
)

の
謀
反
に
至
る
ま
で
様
々
な
政
策
が
出
さ
れ
て
く

る
が
、
そ
の
中
で
特
徴
的
な
の
が
、
仲
麻
呂
の
唐
風
趣
味
を
反
映
し
た
儒
教
政
治

と
称
さ
れ
る
諸
施
策
で
あ
る
。
官
制
・
税
制
・
軍
制
・
民
政
な
ど
広
範
囲
に
及

ぷ
そ
れ
ら
の
中
で
、
範
を
唐
の
皇
帝
の
施
策
に
求
め
た
も
の
を
先
学
の
指
摘
を
も

(
M
m
)
 

と
に
『
続
日
本
紀
」
か
ら
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

H
b
 



ま
ず
可
大
炊
王
が
立
太
子
し
た
天
平
勝
宝
九
歳
四
月
四
日
(
辛
巳
)

の
勅
に
見

え
る
中
男
・
正
丁
の
年
齢
繰
り
上
げ
策
と
「
孝
経
』

一
本
の
家
蔵
指
示
は
、
玄
宗

(
げ
)

が
天
宝
三
載
(
七
四
四
、
天
平
十
六
)
十
二
月
に
出
し
た
施
策
(
『
旧
唐
書
」
巻

九
)
に
倣
っ
た
も
の
で
、
天
平
勝
宝
七
年
正
月
四
日
(
甲
子
)
に
「
年
」
を
「
歳
」

に
改
め
た
策
と
と
も
に
、
同
六
年
に
帰
国
し
た
遣
唐
使
一
行
の
知
見
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
翌
天
平
宝
字
二
年
(
天
平
勝
宝
九
歳
入
月
十
八
日

(
甲
午
)
に
天
平
宝
字
と
改
元
)
正
月
五
日
(
戊
寅
)

の
詔
で
出
さ
れ
た
問
民
苦

ニー 使
雲泉
要(遣
す~は
由、

宇太
-r r.:!;o 
1 刀す

諸 2
使観

主人
を'

淳三i 

E西
~、

皇吉子

大異
色皇
+占

即正
f立月
後の
の掴
勅嵐
を俗
受使

け
で
な
さ
れ
た
二
年
人
月
二
十
五
日
(
甲
子
)

の
官
号
改
易
は
、
則
天
武
后
の
時

代
や
玄
宗
の
開
元
元
年
(
七
一
三
、
和
銅
六
)
十
二
月
の
官
号
改
正
(
「
旧
唐
書
」

巻
四
二
)
を
、
三
年
五
月
九
日
(
甲
成
)

の
勅
で
宣
さ
れ
た
常
平
倉
の
設
置
は
、

太
宗
の
貞
観
十
三
年
十
二
月
の
施
策
(
『
唐
会
要
』
巻
人
入
、
倉
及
常
平
倉
)
を
、

五
年
十
月
己
卯
の
勅
に
見
え
る
北
京
(
保
良
京
)

の
造
営
は
、
玄
宗
が
天
宝
元
年

一
一
月
に
北
都
を
北
京
と
改
め
た

(
『
旧
唐
書
』
巻
九
)

の
を
そ
れ
ぞ
れ
模
し
た
も

の
で
、
三
年
六
月
二
十
二
日
(
丙
辰
)

の
勅
で
は
、
則
天
武
后
編
纂
の
『
維
城
典

訓
』
を
官
吏
必
読
の
書
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
四
年
三
月
十
六
日
(
了
丑
)
の
勅

で
命
じ
ら
れ
た
貨
幣
の
改
鋳
は
、
高
宗
の
乾
封
元
年
(
六
六
六
、
天
智
天
皇
五
)

に
先
例
(
『
旧
唐
書
』
巻
四
人
)
が
あ
る
が
、
玄
宗
の
乾
元
元
年
(
七
五
人
、
天

平
宝
字
二
)
七
月
に
も
同
様
の
施
策
(
『
同
」
巻
一

O
)
が
あ
り
、
二
年
十
三
月

十
日

戊
申

入
京
し
た
激
海
大
使
や

苦
海
使
を
通
し
て
仲
麻
自
の
耳

入

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
仲
麻
呂
の
施
策
に
は
、
太
宗
・
則
天
武
后
・
玄
宗
の
治
下
に
先
雌

を
求
め
る
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
同
時
代
の
玄
宗
に
は
強
い
関

心
を
抱
い
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
天
平
勝
宝
九
歳
五
月
三
十
日
(
了
卯
)

の
養
老
律
令
の
施
行

は
、
関
元
二
十
五
年
門
天
平
九
)
九
月
の
新
定
令
・
式
・
格
・
事
類
の
頒
布

〔
『
旧
唐
書
』
巻
九
)
に
、
改
元
後
の
天
平
宝
字
元
年
間
人
月
十
七
日
(
壬
成
)
に

施
行
さ
れ
た
藤
原
朝
臣
鎌
足
創
始
の
維
摩
会
復
興
ゃ
、
同
四
年
八
月
七
日
(
甲
子
)

の
藤
原
朝
臣
不
比
等
・
武
智
麻
呂
・
房
前
、
県
犬
養
橘
宿
祢
美
千
代
ら
へ
の
封
爵

等
の
贈
与
と
い
っ
た
祖
先
顕
彰
は
、
玄
宗
(
李
隆
基
)
が
同
姓
の
老
子
(
李
耳
)

を
祖
先
と
し
て
崇
め
、
開
元
二
十
一
年
正
月
に
『
老
子
』

一
本
の
家
蔵
を
命
じ

(
『
同
』
巻
八
)
た
り
、
天
宝
二
年
正
月
に
玄
元
皇
帝
の
尊
号
に
大
聖
祖
を
加
え
た

-6ー

(
「
同
』
巻
九
)
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
天
平
宝
字
二

年
八
月
一
日
(
庚
子
)
に
は
、
百
官
の
上
表
に
よ
り
孝
謙
太
上
天
皇
と
光
明
皇
太

后
に
尊
号
が
奉
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
天
宝
七
載
三
月
に
玄
宗
が
群
臣
の
請
に

よ
り
、
皇
帝
に
開
元
天
宝
聖
文
神
武
応
道
を
加
号
し
た

(
『
旧
唐
書
」
巻
九
)
例

が
あ
り
類
似
す
る
。

天
平
宝
字
二
年
十
二
月
十
日
(
戊
申
)
に
遣
溺
海
使
小
野
朝
臣
回
守
ら
に
よ
っ

て
、
安
禄
山
の
反
乱
や
玄
宗
の
退
位
な
ど
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
仲
麻
呂
は
衝
撃
を

受
け
大
宰
府
に
対
応
策
を
命
じ
る
が
、
そ
の
後
も
玄
宗
の
施
策
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
追
随
策
は
、
大
炊
王
の
立

太
子
し
た
天
平
勝
宝
九
歳
四
月
か
ら
天
皇

~n 
位
す
る
天
平
{ 

主L

字

年
J¥ 
月

か

け
て
集
中
的
に
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
仲
麻
呂
が
玄
宗
に
大
き
く
傾
倒
し
て



い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
先
に
注
目
し
た
『
金
剛
般
若
経
」

の
重
用
策
は
、
ま

さ
に
こ
の
時
期
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
玄
宗
も
ま
た
『
同
経
」
に
対
し

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
注
い
で
い
た
。

玄
宗
と
『
金
剛
般
若
経
』

玄
宗
と
『
金
剛
般
若
経
』

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
仏
祖
統
紀
」
巻
四

O
に

「
(
関
元
・
引
用
者
注
、
以
下
同
じ
)
三
十
四
年
、
勅
頒
一
一
御
註
金
剛
絞
若
経
於
天

(
泊
)

下
一
」
、
『
宗
高
僧
伝
』
巻
一
四
の
玄
俄
伝
に
「
開
元
二
十
四
年
、
帝
親
注
-

4

金
剛

(

幼

}

(

幻

)

般
若
経
一
、
詔
頒
二
天
下
-
普
令
二
宣
講
一
」
と
見
え
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
五
一

(
帝
王

部
、
崇
釈
一
)
に
は
閲
元
二
十
三
年
九
月
に
中
書
令
の
張
九
齢
ら
が
「
親
注
金
剛

経
及
修
義
訣
」
を
賀
し
た
上
言
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
玄
宗
の
『
御
注
金
剛
般
若

経

を
布
i寅
し
た
道
範
の

御
注
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

長

巻

敦
燈
本

遁の
凝叙

室長
、ー「

暢言
述開
儒元
道中

肌歳

嶺突
妙泉
覚献
、皇
帝
j主御
訣天
斯下
経之

」忍干
と三
あ載
り

玄高
刀之 、J

が
儒
教
と
道
教
を
暢
述
す
る
中
で
妙
覚
を
懐
い
、
こ
の
経
を
注
訣
す
る
に
至
っ
た

のと
i宣言己
釈さ
をれ
進て
めい
てる

戸『

安芸
宗僧
第邑
土巻
語宮
崇警

界号
主主
義る
をと
抱?

た高
と般
も若
箆sE

に
認
し
て
経
の
功
力
を
決
択
し
是
非
を
剖
判
し
、
注
釈
が
終
わ
る
と
包
に
宣
し
て

疏
を
造
ら
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。
伝
に
は
道
範
の
著
作
と
し
て
「
御
注
金
剛
経
疏

六
巻
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
右
の
『
宣
演
』
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ

。
、つ

玄
宗
は
、
開
元
十
年
(
養
老
六
)
に

『
孝
経
』
を
訓
注
し
て
天
下
に
頒
ち

(
『
旧
唐
書
』
第
八
)
、
同
三
十
三
年
三
月
『
老
子
』
に
注
を
加
え
て
公
卿
士
庶
及

ぴ
道
釈
二
門
に
頒
示
し
て
い
る
(
「
冊
府
元
亀
』
巻
五
三
、
帝
王
部
、
尚
黄
老
こ
。

「
宣
演
』

の
叙
の
中
で
「
暢
一
一
述
儒
道
一
、
品
川
懐
一
一
妙
覚
一
、
注
二
訣
斯
経
一
」
と
あ
る

の
は

」

う
し
た
儒
教
と
道
教
を
代
表
す
る
典
籍
の
注
釈
を
通
し
て
仏
教
-̂
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
そ
の
玄
宗
が
注
釈
の
対
象
に
『
金
剛
般
若
経
』
を
選
ん
だ
理
由
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
同
経
』
は
当
時
新
し
く
勃
興
し
た
南
宗
禅
の
祖
懇

た能
たが
め重
と要
さ視
れし
てた
い経
る(典

グヱ
苧万，、

主雲
提恩
走想
摩を
か説
皇く
:.:= .._ 

可詰

倍賞
理襲 を

主主
イ言 か

主義
山、し

と
伝
え
ら
れ
た
禅
を
都
に
驚
し
た
の
は
慧
能
と
同
じ
く
弘
忍
に
師
事
し
た
北
宗
禅

の
祖
神
秀
で
あ
り
、
都
域
内
で
伝
教
を
始
め
た
の
は
弟
子
の
普
寂
と
さ
れ
て
い
る

(
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
、
神
秀
伝
)

の
で
、
玄
宗
と
禅
の
関
係
を
見
る
に
は
神
秀

の
法
嗣
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
玄
宗
と

か
か
わ
り
の
あ
る
北
宗
禅
の
人
々
を
『
旧
唐
書
』
や
『
宗
高
僧
伝
」
か
ら
求
め
る

と
、
普
寂
・
義
補
・
一
行
の
三
人
に
な
る
。

普
寂
は
、
『
旧
唐
書
官
』
巻
一
九
一
の
神
秀
伝
に
「
時
神
秀
在
二
剤
州
玉
泉
寺
一
、

普
寂
乃
往
師
事
、
凡
六
年
、
神
秀
奇
レ
之
、
尽
以
二
其
道
一
授
霧
」
と
見
え
、
久
視

元
年
(
七

O
O
)
に
神
秀
が
則
天
武
后
の
召
に
よ
り
京
都
に
至
っ
た
と
き
、
普
寂

を
薦
め
て
僧
と
し
た
こ
と
、
中
宗
は
高
年
と
な
っ
た
神
秀
に
代
え
て
普
寂
に
法
衆

を
統
べ
さ
せ
、
開
元
十
三
年
に
は
勅
が
あ
っ
て
普
寂
を
都
城
に
居
止
さ
せ
た
こ
と
、

前
記
の
都
城
で
の
伝
教
に
つ
い
て
は
「
神
秀
、
禅
門
之
傑
、
難
下
有
ニ
禅
行
¥
得
中

-7ー



帝
王
重
上
レ
之
、
而
未
一
一
世
間
来
レ
徒
開
レ
堂
伝
一
レ
法
。
至
ニ
弟
子
普
寂
ぺ
始
二
於
都
城
伝

教
一
、
二
十
余
年
、
人
皆
仰
レ
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
普
寂
は
ま
た
、
神
秀
に
師

開事
祖す
、る

智前
額に
の天
弟台

王戒

長持
び案
戒学
律を
を特
重徴
視と
すす
るる
に玉
至泉
そコ 、ナ

たの
と弘
い京
-J .-.. "....._ 、E天
.L、

" ，全力て
の

神
秀
の
弟
子
と
し
て
普
寂
と
並
称
さ
れ
る
義
福
は
、
京
城
の
慈
恩
寺
に
入
っ
た

あ
と
開
元
十
一
年
に
従
駕
し
て
東
都
に
往
く
が
、
そ
の
途
次
、
蒲
・
貌
二
州
に

お
い
て
「
刺
史
及
官
吏
士
女
、
皆
調
朋
ニ
幡
花
-
迎
レ
之
、
所
在
途
路
充
塞
」
と
い
う

有
様
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
(
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
、
神
秀
伝
)
。

一
行
は
、
弘
景
に
つ
い
て
出
家
し
、
次
い
で
普
寂
に
師
事
し
て
禅
門
を
究
め
、

そ
の
後
遊
学
し
て
律
を
学
び
、
陰
陽
議
緯
の
害
を
詳
究
し
算
術
を
尋
訪
し
た
と
い

参う
じ。
てま
疏た
を、

作金
り剛l
中智
国よ
密り
教~

2産
礎秘
を印
築宝

完売
と
々善

瓦替
モ五お
著実
作日

に盈
」

『

摂翻
司訳
17¥に

蔵
』
六

O
巻

「
釈
氏
系
録
』

巻

「
閲
元
大
街
暦
」
五
二
巻
な
ど
が
あ
る
。

玄
宗
に
召
か
れ
た
の
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
の
一
行
伝
で
は
開
元
五
年
の
こ

と
で
、
「
玄
宗
令
下
ニ
其
族
叔
礼
部
郎
中
治
一
驚
中
勅
書
上
就
ニ
剤
州
-
強
起
レ
之
、

至
レ
京
、
置
ニ
於
光
太
殿
一
、
数
就
レ
之
、
訪
以
=
安
国
撫
人
之
道
一
、
言
品
目
切
直
、
無

レ
有
レ
所
レ
隠
」
と
あ
る
が
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四

O
で
は
そ
れ
を
岡
三
年
の
こ
と
と

(
m
u
}
 

し
、
「
帝
諮
以
一
一
安
国
旗
民
之
道
、
及
出
世
法
要
一
、
称
為
ニ
天
師
示
昨
」
と
記
し
て

，_ 
f丁

いヲゐ。こ
れ
ら
の
人
々
と
『
金
剛
般
若
経
』

の
関
係
を
伝
え
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い

れが
て、

いコ
~加t

E芭
し、
い{は
、28ー「
敦}無

健相
か」
らを
出説
土く
し経
た典
『と
金し
嗣て
般神
若秀
経ら
注の
」北

は実
普禅
寂で
の語

影量
響視
下さ

(
抱
)

に
七
二

0
1七
三

O
年
頃
に
現
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
右
に
あ

げ
た
三
人
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
に
対
し
て
相
当
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

玄
宗
が
『
金
剛
般
若
経
』
を
注
釈
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
京
城
で
伝
教
を

行
な
、
つ
普
寂
、
官
吏
か
ら
支
持
を
受
け
る
義
福
、
天
師
と
さ
れ
る
一
行
、
と
い
っ

た
北
宗
禅
ゆ
か
り
の
人
々
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
実

際
の
注
釈
作
業
に
は
前
記
の
道
範
が
関
与
し
て
い
た
。

玄
宗
の
『
御
注
金
剛
般
若
経
』
を
布
演
し
た
『
凸
旦
演
』
に
つ
い
て
は
、
法
相
宗

の
第
一
祖
窺
基
の
「
金
剛
般
若
論
会
釈
』

の
影
響
下
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
同

世
代
の
第
三
祖
智
周
の
説
に
言
及
せ
ず
、
窺
基
の
思
想
に
も
反
す
る
場
合
が
あ
る

(
却
)

な
ど
、
法
相
宗
の
正
統
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

。。

『
官
-
演
』
は
人
々
の
注
目
を
集
め
た
ら
し
く
、
「
宋
高
僧
伝
』
巻
五
の
道
気
伝
に
は
、

青
龍
寺
で
「
新
疏
」
(
「
宣
演
』
)
を
講
説
し
た
と
こ
ろ
「
聴
者
数
盈
コ
千
計
-
」
と

あ
り
、
西
明
・
崇
福
二
寺
に
お
い
て
も
講
論
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
道
範

の
著
作
に
は
「
大
乗
法
宝
五
門
名
教
井
信
法
儀
各
一
巻
唯
識
疏
六
巻
法
華
経
疏
六

巻
」
な
ど
が
あ
り
(
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
て
そ
の
該
博
と
雄
弁
ぶ
り
に
一
行
は

「
大
法
梁
棟
伊
人
応
議
、
余
心
有
レ
怒
、
死
亦
足
失
」
と
感
嘆
し
、
宰
相
張
燕
は

「
釈
門
俊
彦
宇
内
牢
レ
匹
」
と
称
え
、
玄
宗
も
再
三
歎
羨
し
絹
五

O
O匹
を
法
施
に

充
て
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
道
範
の
存
在
よ
り
、
『
金
剛
般
若
経
』
に
対
す
る
関
心
は
法
相
系
の

人
々
の
聞
で
も
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
結
局
、
玄
宗
の

『
金
剛
般
若
経
』

へ
の
傾
倒
は
、
北
宗
禅
の
他
に
非
正
統
と
さ
れ
る
法
相
学
者
の
影
響
も
被
っ
て
い



た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

玄
宗
は
、
『
御
注
金
剛
般
若
経
』

の
完
成
を
賀
し
た
張
九
齢
の
状
に
対
す
る
批

答
の
中
で
、
『
金
剛
般
若
経
」
を
「
不
壊
之
法
、
真
常
之
性
、
実
在
二
此
経

L

{引ど

(
『
全
唐
文
」
巻
三
七
)
と
評
価
し
、
天
宝
年
間
(
七
四
二

i
七
五
五
)
に
は
「
御

(
M
M
}
 

注
金
剛
般
若
経
』
を
石
刻
し
立
て
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四

O
に
は
、
開
元
十
五
年
に
病
没
し
た
遂
州
の
任
善
が
生
前
『
金
剛
経
」
を
翻
し
た

功
徳
に
よ
り
冥
界
か
ら
生
還
し
た
話
や
、
漣
水
の
越
竪
が
亡
妻
の
た
め
『
金
剛
経
』

一
部
を
造
っ
た
と
こ
ろ
妻
は
天
に
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
話
、
同
十
八
年
に
は

武
功
県
の
丞
蘇
珪
が
常
に
『
金
剛
経
」
を
諦
し
た
た
め
亡
妻
が
蘇
り
、
そ
れ
を
開

はい
、た

開帝
:n; _、
六玄
年宗

長ふ
献発
県{;、

話語
2Z し
繭主

塁塁
経靴
晶せ

義 E
詞日

出て

を T
撰唱

しー
た3瓦
こら
との
と霊
合験
わ諦

せ
て
、
当
時
の
『
金
剛
般
若
経
』
信
仰
の
盛
行
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
皇
帝

の
万
寿
を
祝
す
る
聖
節
の
儀
式
の
場
に
お
い
て
も
こ
の
経
典
が
説
諭
さ
れ
て
い
た

{uv 

と
い
、
っ
。

玄
宗
の

『
御
注
金
剛
般
若
経
』

の
述
作
と
頒
示
及
び
石
刻
と
い
う
施
策
に
は
、

こ
う
し
た
延
命
の
効
果
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
『
金
剛
般
若
経
」

の
本
質

(
「
不
壊
之
法
、
真
常
之
性
」
)
を
、
皇
帝
の
名
に
お
い
て
臣
下
や
民
間
に
周
知
徹

(
お
)

底
さ
せ
、
人
心
掌
握
を
は
か
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
う
。

四

天
平
勝
宝
六
年
の
入
唐
廻
使

藤
原
仲
麻
呂
の
傾
倒
ぷ
り
か
ら
推
せ
ば
、
天
平
宝
字
二
年
七
月
の
「
金
剛
般
若

経
』
重
用
策
は
、
前
節
で
見
た
玄
宗
の
施
策
の
影
響
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
仲
麻
呂
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
知
り
え

た
の
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
中
男
・
正
丁
の
年
齢
繰
り
上

げ
と
『
孝
経
』

一
本
の
家
蔵
指
示
の
場
合
と
同
じ
く
、
天
平
勝
宝
六
年
に
帰
国
し

た
入
唐
廻
使
一
行
の
知
見
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

(
お
}

「
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
こ
の
天
平
勝
宝
六
年
に
は
同
二
年
度
の
遣
唐
使

の
う
ち
、
正
月
十
六
日
(
壬
子
)
に
副
使
大
伴
宿
祢
古
麻
呂
が
唐
僧
の
鑑
真
・
法

進
ら
八
人
と
と
も
に
帰
国
(
第
二
船
)
、
翌
十
七
日
(
発
丑
)
に
は
も
う
一
人
の

副
使
吉
備
朝
臣
真
備
の
船
(
第
三
船
)

が
紀
伊
国
牟
漏
埼
に
来
着
し
、
三
十
日

(
丙
寅
)
に
は
先
着
の
大
伴
古
麻
呂
が
帰
朝
報
告
を
行
な
い
、
天
宝
十
二
載
(
天

平
勝
宝
五
)

の
朝
賀
の
席
で
新
羅
と
順
位
を
争
っ
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
四
月
十
八
日
(
奨
未
)
に
な
る
と
、
判
官
布
勢
朝
臣
人
主
の
船
(
第
四
船
)

が
薩
摩
固
石
能
浦
に
来
着
し
た
と
大
宰
府
か
ら
報
告
さ
れ
た
が
、
大
使
藤
原
朝
臣

清
河
と
阿
倍
朝
臣
仲
麻
口
白
の
乗
っ
た
船
(
第
一
船
)

は
阿
倍
奈
波
嶋
(
沖
縄
嶋
)

にで
な座
つ礁
た(し
037 ・

判需
官同
発
の↓し
♀た
も

宿 m
祢 ;4
御逗
立風

巨量
刀い

朝 1青
臣河
大ら
山は
は結
四局

E占
?長
壬号
同」

↓と

に
大
伴
古
麻
巴
・
吉
備
真
備
と
と
も
に
叙
位
に
与
っ
て
い
る
の
で
、
第
二
も
し
く

は
第
三
船
で
帰
国
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
使
人
の
他
に
、
留
学
生
藤
原
朝
臣
刷
雄
、
学
問
生
船
連
夫
子
、
延
慶
、

(
お
)

膳
臣
大
丘
ら
も
こ
の
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
藤
原
刷
雄
は
仲
麻
呂
の

六
男
で
、
天
平
勝
宝
四
年
間
三
月
九
日
(
丙
辰
)
に
遣
唐
副
使
以
上
が
内
裏
で
節

万
を
給
さ
れ
た
と
き
、
大
使
・
副
使
と
と
も
に
叙
位
に
与
り
元
位
か
ら
従
五
位
下

-9ー



に
昇
っ
て
い
る
。
留
学
生
と
は
い
え
、
刷
雄
は
父
仲
麻
呂
(
当
時
、
大
納
言
兼
紫

(
扮
)

微
令
で
従
二
位
)
の
威
光
に
よ
り
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
帰
国
後
の
動
向
は
定
か
で
な
い
が
、
仲
麻
呂
が
反
乱
を
起
し
て
敗
死
し
た
天

平
宝
字
入
年
九
月
十
八
日
(
壬
子
)
に
幼
い
と
き
よ
り
禅
行
を
修
め
て
い
た
と
い

(ω} 

う
理
由
で
刷
雄
だ
け
が
死
を
免
れ
て
い
る
こ
と
、
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
巻
尾

に
帰
国
を
と
も
に
し
た
鑑
真
の
死
を
傷
む
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す

と

唐
僧
と
の
-h 
J、
流
を
続
け
な
が
ら
仏
道
修
行

取
り
組
ん
で
しミ

た
様
子
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

船
夫
子
に
つ
い
て
は
、
天
平
勝
宝
六
年
十
一
月
十
一
日
(
辛
未
)
の
外
従
五
位

下
の
叙
位
を
出
家
を
理
由
に
辞
退
し
た
記
事
し
か
残
ら
な
い
が
、
『
唐
大
和
上
京

征
伝
』
に
鑑
真
ら
と
と
も
に
薩
摩
国
阿
多
郡
秋
妻
屋
浦
に
来
着
し
て
一
行
を
大
宰

府
に
導
き
、
鑑
真
の
入
京
時
に
は
訳
語
を
勤
め
た
と
記
さ
れ
る
延
慶
に
夫
子
を
比

定
す
る
説
が
あ
る
。
延
慶
は
「
武
智
麻
呂
伝
」
の
筆
者
で
仲
麻
呂
の
家
僧
と
推

(
位
)

定
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
右
の
見
方
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
刷
雄
と
夫
子

親
密
な
関
係
の
も
と
唐
土
で
勉
学
に
励
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

膳
大
丘
は
、
大
学
助
教
正
六
位
上
の
地
位
に
あ
っ
た
神
護
景
雲
一
二
年
(
七
六
人
)

七
月
三
十
日
(
辛
丑
)

の
言
上
の
中
で
、
「
大
丘
、
天
平
勝
宝
四
年
、
随
レ
使
入
レ

唐
、
問
ニ
先
聖
之
遺
風
一
、
覧
二
謬
庫
之
余
烈
¥
国
子
監
有
ニ
両
門
¥
題
日
ニ
文
宣

王
廟
-
。
時
有
ニ
因
子
学
生
程
賢
一
、
告
ニ
大
丘
一
回
、
今
主
上
大
崇
ニ
儒
範
一
、
追
改

為
レ
王
」
と
入
唐
時
の
見
聞
を
述
べ
、
孔
子
を
文
宣
玉
と
号
す
る
こ
と
を
進
言
し(必
)

勅
許
さ
れ
て
い
る
。
大
丘
は
、
天
平
勝
宝
七
歳
四
月
二
十
一
日
付
造
東
大
寺
司
牒

に
興
福
寺
の
経
典
泰
請
使
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
同
歳
八
月
十
六
日
付
某
寺
勘

(“) 

経
所
牒
で
は
日
下
に
自
署
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
五
年

(
八
一
四
)
十
月
乙
丑
(
二
十
二
日
)
条
の
興
福
寺
伝
灯
大
法
師
位
常
楼
の
卒
伝

丘に
、は

土
師 Z2
量五
一一
、同
寺

学

習興
外千百
伝主

E霊
あ大

ぞ霊
堅手
一ー

事責
と加
の肉

交教
流ー、
会支

益基
えニ:
ら膳
れ大

て
い
る
の
で
、
大

E
は
儒
学
の
み
な
ら
ず
仏
教
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
が
窺

、える。こ
う
し
た
遣
唐
使
一
行
の
唐
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
で
は
前
記

るの
に朝
過賀
ぎの
な席
いで

於霊
2 と
柔順
f立

室主
主五三
巻)富
所と
引膳
の人
E 
1Zの
震国
僧子
録婁

長官
宝話
感が
干甲 見
聖え

武
皇
帝
菩
薩
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
(
便

宜
の
た
め
七
段
一

1
七
に
分
け
て
掲
出
す
る
)
。

ト
又
発
レ
使
入
唐
、
使
至
ニ
長
安
一
、
拝
朝
不
レ
払
レ
塵
、
唐
主
開
元
天
地
大
宝
聖
武

応
道
皇
帝
云
、
彼
固
有
二
賢
主
君
-
、
観
一
文
使
臣
一
越
揖
有
レ
異
、
即
加
一
一
号
日

-10ー

本
一
為
-
-
有
義
礼
儀
君
子
之
国
一
、

に
復
元
日
拝
朝
賀
正
、
勅
一
一
命
日
本
使
一
可
レ
於
ニ
新
羅
使
之
上
-
、

信
又
勅
ニ
命
朝
衡
=
領
=
日
本
使
一
、
於
=
府
庫
一
一
切
処
遍
宥
、
至
レ
彼
披
一
二
ニ
教
殿
一
、

初
礼
二
君
主
教
殿
-
、
御
座
如
レ
常
荘
飾
、
九
経
三
史
、
架
別
積
一
歳
厨
禽
、
次

歪
三
御
披
老
君
之
教
堂
一
、
閣
少
高
顕
、
御
座
荘
厳
少
勝
、
厨
別
禽
函
盈
ニ
満
四

子
太
玄
一
、
後
至
一
一
御
披
釈
典
殿
宇
一
、
顕
教
厳
麗
殊
絶
、
禽
函
皆
以
一
一
雑
{
玉
一
廊

填
、
檀
沈
異
香
荘
一
二
校
御
座
、
高
広
倍
二
勝
於
前
一
、
(
中
略
)
御
座
及
案
経

架
宝
荘
飾
尽
二
諸
工
巧
-
、

個
皇
帝
又
勅
、
摸
一
一
取
有
義
礼
儀
君
子
使
巨
大
使
副
使
影
一
、
於
蕃
蔵
中
以
記
送



(五)

禄大遺

虫襲、

聖書
1又河
吉

聾拝
巨特
真進
備一、

輔副
F 使
銀大
青伴
光宿
禄祢
大胡
夫万
秘
書拝

嘗銀

信Z
卯実
、夫

朝光

衡
等
致
レ
設
也
、

伏
開
元
皇
帝
御
製
詩
、
送
一
一
日
本
使
-
玄
雷
、
日
下
非
ニ
殊
俗
一
、
天
中
嘉
一
一
会
朝
↓
、

朝
余
懐
義
遠
、
於
爾
長
途
遥
、
渡
海
寛
ニ
秋
月
一
、
帰
帆
駿
ニ
タ
鵬
一
、
因
声
彼

君
子
、
王
化
遠
昭
々
、
特
差
一
鴻
腿
大
卿
蒋
挑
椀
一
送
至
一
一
揚
洲
一
看
取
、
発
ニ

別
牒
准
南
-
、
勅
一
弘
致
使
貌
方
進
一
、
如
レ
法
供
給
送
遣
、

出
其
大
使
私
費
一
揚
洲
龍
興
寺
鑑
真
和
上
等
渡
海
一
、
将
レ
伝
一
一
戒
律
一
、
自
一
一
勝
宝

六
年
三
月
四
日
一
至
一
一
聖
朝
一
、
勅
安
一
一
置
東
大
寺
一
、

ま
ず
、
寸
で
は
、
長
安
に
到
着
早
々
拝
朝
に
及
ん
だ
遣
唐
使
を
皇
帝
(
玄
宗
)

は
賢
主
君
の
使
臣
と
慰
労
し
、
国
号
を
日
本
と
加
え
る
と
と
も
に
「
有
義
礼
儀
君

子
之
国
」
と
称
え
て
い
る
。
皇
帝
か
ら
国
号
を
改
め
て
認
定
さ
れ
る
点
は
、
当
時

の
日
唐
関
係
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
二
の
元
日
朝
賀
の
出
来
事

に
つ
い
て
は
前
記
の
大
伴
古
麻
呂
の
報
告
に
詳
し
く
見
え
て
い
る
。

ヨ
で
は
、
勅
命
に
よ
り
朝
衡
と
日
本
使
が
府
庫
と
三
教
殿
を
巡
覧
す
る
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
三
教
殿
の
君
主
教
(
儒
教
)
殿
・
老
君
之
教
(
道

教
)
堂
・
釈
典
(
仏
教
)
殿
の
様
相
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
『
孝
経
』
『
老
子
」

『
金
剛
般
若
経
』
の
栽
注
を
天
下
に
頒
示
し
て
い
た
玄
宗
の
三
教
尊
重
ぶ
り
を
伝

え
て
い
る
。
剛
山
で
は
、
再
び
勅
命
が
あ
り
大
使
・
副
使
の
影
を
模
取
し
た
こ
と
、

五
で
は
、
朝
衡
ら
の
周
旋
に
よ
り
大
使
・
副
使
が
唐
の
官
職
を
拝
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

三
五
に
見
え
る
朝
衡
、
す
な
わ
ち
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
霊
亀
二
年
(
七
二
ハ
)

/
、
/
、
、
(
川
崎
)

度
の
遣
唐
使
に
従
っ
て
留
学
生
と
し
て
吉
備
真
備
や
玄
防
と
と
も
に
唐
へ
渡
り
、

(

円

削

)

(

必

}

真
備
と
玄
防
は
天
平
四
年
度
の
遣
唐
使
と
一
緒
に
同
七
年
に
帰
国
し
た
が
、
仲

麻
呂
は
そ
の
ま
ま
唐
に
留
ま
り
玄
宗
に
仕
え
て
い
た
。
『
旧
宮
崎
書
』
巻
一
九
九
上

(
東
夷
)
に
は
、
「
其
偏
使
朝
臣
仲
満
、
慕
一
一
中
国
之
風
一
、
因
留
不
レ
去
、
改
ニ
姓
名

一
為
二
朝
衡
一
、
仕
ニ
歴
左
補
閥
一
、
儀
王
友
」
と
見
え
て
い
る
。
天
平
十
一
年
十
月

二
十
七
日
(
丙
戊
)
に
溺
海
使
と
と
も
に
入
京
し
た
入
唐
判
官
平
群
朝
臣
広
成
の

十
一
月
三
日
(
辛
卯
)
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
悪
風
に
遭
っ
て
昆
待
国
に
漂
着
し
た

広
成
は
ひ
そ
か
に
脱
出
し
て
唐
に
戻
り
、
阿
倍
仲
満
(
仲
麻
呂
)
を
介
し
て
渇
海

路
か
ら
帰
国
す
る
許
可
を
皇
帝
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
在
唐
の
仲
麻

呂
が
、
遣
唐
使
-
行
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
話
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
先
の
三
日
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
天
平
勝
宝
二
年
後
の
遣
唐
使
の
場
合
で

も
同
じ
で
あ
っ
た
。
特
に
今
回
は
、
か
つ
て
の
学
友
吉
備
真
備
と
、
天
平
四
年
度

の
遣
唐
使
船
で
入
唐
経
験
の
あ
る
大
伴
古
麻
自
が
遣
唐
副
使
と
し
て
来
唐
し
て

る
の
で
、
仲
麻
呂
は
使
人
と
皇
帝
の
仲
介
に
腐
心
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

恐
ら
く
、
そ
の
努
力
が
皇
帝
の
意
に
叶
い
、
六
に
あ
る
よ
う
な
送
別
の
御
製
詩
が

r、
(

州

制

}

日
本
使
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
で
は
、
大
使
藤
原
清
河
が
私
に
鑑
真
ら
を
請
じ
て
渡
海
し
た
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
『
唐
大
和
上
東
征
伝
」
に
「
弟
子
等
先
録
一
一
和
上
尊
名
、
井
持
律
弟
子
五
僧
¥

己
奏
二
関
主
上
一
、
向
一
-
日
本
↓
伝
レ
戒
、
主
上
要
レ
令
下
将
ニ
道
士
一
去
上
、
日
本
君
王
先

不
レ
崇
ニ
道
士
法
一
、
使
奏
留
一
春
挑
原
等
四
人
一
、
令
三
住
学
ニ
道
士
法
一
、
為
レ
此
和

上
名
亦
奏
退
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
鑑
真
ら
の
渡
海
許
可
の
条
件
に
道
士
の
同

11-



の
同
行
を
求
め
た
皇
帝
に
対
し
、
使
人
側
が
道
士
法
を
学
ば
せ
る
た
め
春
挑
原
ら

四
人
を
残
留
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
鑑
真
ら
の
招
請
を
取
り
下
げ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

『
冊
府
元
亀
」
巻
九
九
九
(
外
臣
部
、
請
求
)
に
「
(
開
一
冗
)
二
十
三
年
間
十
一
月
、

日
本
国
遺
二
其
臣
名
代
-
来
朝
、
献
レ
表
懇
求
二
老
子
経
本
及
天
尊
像
-
、
以
帰
二
子
園

一
、
発
ニ
揚
聖
教
ヘ
許
レ
之
」
と
見
え
る
天
平
四
年
度
の
遺
唐
副
使
中
臣
朝
臣
名
代

の
よ
う
に
、
道
教
の
典
籍
と
尊
像
の
請
来
だ
け
で
は
皇
帝
の
歓
心
が
買
え
な
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
回
に
も
増
し
て
、
日
本
に
対
す
る
道
教
受
容
の
要
求

が
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

藤
原
清
河
ら
は
、
「
日
本
君
主
先
不
レ
崇
一
一
道
士
法
一
」
を
理
由
に
玄
宗
の
要
請
を

拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
道
教
と
と
も
に
玄
宗
が
重
ん
じ
る
儒
教
と
仏
教
に
つ

い
て
は
事
情
を
異
に
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
天
平
四
年
度
の
遣
唐
使
に
従

っ
て
帰
国
し
た
吉
備
真
備
は
礼
楽
関
係
の
書
籍
と
器
具
を
、
同
行
の
玄
防
は
大

(
却
)

量
の
経
典
と
仏
像
を
日
本
に
請
来
し
、
ま
た
大
伴
古
麻
呂
は
唐
人
陳
延
昌
か
ら

付
託
さ
れ
た
『
遺
教
経
』
を
、
中
臣
名
代
は
揚
川
白
塔
寺
僧
玄
淀
の
書
写
に
よ

{
日
}

る
「
肇
論
疏
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
今
回
の
遣
唐
使
一
行
も
唐

文
化
の
摂
取
に
熱
心
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
前
記
の
藤
原
刷
雄
・
船
夫
子
(
延
慶

か

勝
大
丘
と
い
っ
た
留
学
・
学
問
生
ら
の
場
合
は
、
玄
宗
治
下
の
仏
教
事
情

に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
天
平
宝
字
年
中
に

{
時
}

「
道
薄
利
上
伝
纂
」
を
著
わ
し
た
吉
備
真
備
や
、
「
遺
教
経
』
を
託
さ
れ
た
大
伴

古
麻
呂
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
天
平
宝
字
五
年
一
一
一
月
二
十
二
日
に
奉
写
一
切
経
所
が
、

当
時
進
め
て
い
た
周
忌
斎
一
切
経
書
写
に
加
え
る
た
め
内
堂
か
ら
奉
読
し
た
「
去

天
平
勝
宝
六
年
入
唐
廻
使
所
請
来
」
の
大
小
乗
経
論
賢
聖
集
別
生
井
目
録
外
経
一

(
お
)

O
七
巻
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
活
動
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
。

在
唐
中
の
仏
教
典
籍
の
入
手
に
は
、
使
人
と
皐
帝
の
仲
介
役
を
果
た
し
た
阿
倍

仲
麻
呂
の
尽
力
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
先
の
鑑
真
招
請
の
例
か
ら
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
遣
唐
使
一
行
を
管
下
に
置
く
皇
帝
玄
宗
の
意
向
如
何
が
彼
ら
の
活
動

や
任
務
遂
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
な
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
抵
抗
の
少
な

い
儒
教
・
仏
教
の
尊
重
策
受
け
入
れ
に
は
積
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
特
に
仏
教
に
関
し
て
は
、
前
回
の
天
平
四
年
度
遣
唐
使
の
と
き
に
は
、
ま
だ

天
下
に
頒
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

『
御
注
金
剛
般
若
経
』
が
道
範
に
よ
っ
て
宣
演

さ
れ
、
ま
た
石
刻
し
て
建
て
ら
れ
る
な
ど
民
間
へ
の
普
及
が
は
か
ら
れ
て
い
た
。

余日
家本
ので
解は
註匂

が天
ぁ患
っ引

たか

と苦
う豆宅

歪重
剛同
机さ
EE れ官、

書中
の早
御は
注唐
で初
あに
れ至
lまる
ま
コで
口八
25百
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を
め
ぐ
る
研
究
書
や
民
間
信
仰
と
と
も
に
、
そ
の
受
容
に
客
か
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
『
御
注
金
剛
般
若
経
」

の
請
来
を
伝
え
る
記
録
は
残
ら
な
い
が
、
先
の

大
小
乗
経
典
類
と
と
も
に
天
平
勝
宝
六
年
の
入
唐
廻
使
が
持
ち
帰
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。五

「
金
剛
般
若
経
』
書
写
の
背
景

天
平
勝
宝
七
年
正
月
四
日
(
甲
子
)
、
孝
謙
天
皇
は
「
為
レ
有
レ
所
レ
恩
、
宣
下
改
ニ

天
平
勝
宝
七
年
一
、
為
山
中
天
平
勝
宝
七
歳
よ
」
と
勅
し
「
年
」
を
「
歳
」
に
改
め
た

(
『
続
日
本
紀
』
)
。
玄
宗
が
天
宝
三
載
正
月
に
「
年
」
を
「
載
」
に
改
め
た
(
『
旧

唐
害
』
巻
九
)
例
に
倣
う
も
の
で
、
入
唐
廻
使
の
知
見
に
も
と
づ
く
最
初
の
施
策



と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
同
九
歳
四
月
四
日
(
辛
巳
)

の
中
男
・
正
丁
の

年
齢
繰
り
上
げ
策
と
「
孝
経
」

一
本
の
家
蔵
指
示
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
に
二
年
一

ヵ
月
の
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
皇
の
周
辺
で
諸
事
が
立
て
込
み

政
情
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
恩
わ
れ
る
。

「
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
天
平
勝
宝
六
年
七
月
十
九
日
(
壬
子
)
に
太
皇
太

ま后
た藤
宮原
子朝
の臣
崩宮
後子
、が

病崩
状じ
が、
悪七
化年
し正
て月
し、フE
た旦
聖の

示朝
太賀
上は
天諒
皇冨闘

力F2
主主
十四
月さ
ーれ
干た

一
日
(
丙
午
)
に
不
予
と
な
り
、
病
気
平
癒
の
た
め
諸
山
陵
に
奉
幣
使
が
派
遣
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
聖
武
は
持
ち
直
し
一
日
一
回
復
す
る
が
、
翌
人
歳
四
月
十
四
日

(
了
酉
)
に
再
び
不
予
と
な
り
五
月
二
日
(
乙
卯
)
に
崩
じ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、

九
歳
二
月
ま
で
葬
送
・
追
善
関
係
の
諸
行
事
が
続
く
が
、
同
歳
三
月
二
十
日
(
戊

辰
)
に
天
皇
の
寝
殿
に
「
天
下
太
平
」
の
瑞
字
が
現
れ
る
と
、
政
局
は
大
炊
王
の

立
太
子
へ
と
大
き
く
動
き
、
前
記
の
第
二
の
施
策
が
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

政
権
を
ほ
ぼ
確
立
し
た
藤
原
仲
麻
口
白
は
、
大
炊
王
の
即
位
ま
で
の
閑
に
第
二
節

で
見
た
よ
う
な
唐
風
政
策
、
と
り
わ
け
玄
宗
に
先
般
を
求
め
る
施
策
を
次
々
と
打

ち
出
し
て
く
る
が
、
そ
れ
は
、
士
口
備
真
備
が
天
平
勝
宝
六
年
四
月
五
日
(
庚
午
)

大

実
弐
に
転
じ

大
伴
古
麻
呂
は
橘
朝
臣
奈
良
麻
呂
の
変

坐
し
同
九
歳
七

月
六
日
(
己
酉
)
に
杖
下
に
死
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
六
男
の
刷
雄
や
家

僧
と
推
定
さ
れ
る
延
慶
ら
の
知
見
に
負
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で

天

圭
互主
{ 

十

7c 
年
九
月

仲
麻
呂
政
権
の
支
柱
と
も
し、

つ
べ

き
光
明
皇
太
后
の
健
康
に
異
変
が
生
じ
た
ら
し
く
、
造
東
大
寺
司
内
の
写
経
所
で

は
、
紫
微
中
台
の
要
請
を
受
け
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
延
命
法
を
説
く
『
金

剛
寿
命
陀
羅
尼
経
』
と
『
諸
仏
集
会
陀
羅
尼
経
」
が
合
わ
せ
て
一

O
二
五
巻
書
写

(
諸
)

さ
れ
て
い
る
。
造
東
大
寺
司
の
写
経
機
関
で
こ
の
よ
う
な
陀
羅
尼
経
が
大
量
に

書
写
さ
れ
た
例
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
仲
麻
呂
が
刷
雄
ら
の
持
ち
帰
っ
た
知
識
を

も
と
に
光
明
の
延
命
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
写
経
所
で
は
、
翌

二
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
「
四
分
律
』
一
二
部
一
八

O
巻
の
書
写
が
行
な
わ
れ

(
訂
)
た
あ
と
、
六
月
下
旬
か
ら
紫
微
内
相
(
藤
原
仲
麻
呂
)
の
宣
に
よ
り
、
『
金
剛

{
総
}

一
0
0
0巻
の
書
写
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
一
ヵ
月
後
の
七
月
二
十

般
若
経
」

八
日
(
戊
成
)
に
出
さ
れ
る
『
同
経
』

の
重
用
策
(
国
別
に
一
ニ

O
巻
を
書
写
し
、

国
分
僧
寺
に
二

O
巻
、
尼
寺
に
一

O
巻
安
置
)
が
、
玄
宗
の
『
御
注
金
剛
般
若
経
』

の
天
下
頒
示
に
倣
う
も
の
と
す
れ
ば
、
『
金
剛
般
若
経
」

の
大
量
書
写
は
、
玄
宗

の
聖
節
で
読
請
さ
れ
た
と
い
う
『
関
経
』

の
延
命
信
仰
を
拠
り
所
に
し
た
事
業
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
延
命
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
先
の

陀
羅
尼
経
書
写
の
場
合
と
同
じ
く
光
明
で
あ
っ
た
。

七
月
四
日
(
甲
戊
)

の
勅
で
光
明
の
寝
膳
不
安
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
病
気
平
癒

の
た
め
「
千
手
千
眼
経
』

『
薬
師
経
」

一
O
部
二
八

O
巻
・

(
お
}

一一一

O
巻
の
書
写
が
紫
微
内
相
の
宣
に
よ
り
命
じ
ら
れ
、
写
経
所
で

一O
O
O
巻
・

「
新
潟
索
経
」

は
二
つ
の
大
規
模
写
経
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
十
六
日

に
な
る
と
再
び
紫
微
内
相
の
宣
が
あ
っ
て
「
金
剛
般
若
経
』

(
曲
)

が
写
経
所
に
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
同
月
十
人
日
頃
に
は
知
識
『
大
般
若
経
」
書
写

〈
日
)

の
命
令
も
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
写
経
事
業
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

一二

O
O巻
の
書
写

七
月
二
十
八
日
(
戊
成
)
に
は
前
記
の
「
金
剛
般
若
経
」

の
重
用
策
が
、
八
月
十

八
日
(
丁
巳
)
に
は
水
早
疫
病
の
災
を
除
く
た
め
天
下
諸
国
に
『
般
若
心
経
』

-]3ー

の



念
論
を
求
め
る
勅
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
『
金
剛
般
砦
経
』

一
二

O
O巻
書
写
は
、
先
の
『
同
経
』

。。

O
巻
書
写
に
続
く
二
度
目
の
延
命
祈
願
の
た
め
底
本
を
代
え
て
実
施
さ
れ
た
事
業

と
見
ら
れ
る
が
、
知
識
『
大
般
若
経
」
書
写
や
「
般
若
心
経
」
の
念
諦
は
、
従
来

の
護
国
的
な
効
能
に
期
待
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
知
識
『
大
般
若
経
」

の
場
合
は
、
諸
官
人
や
僧
尼
ら
が
知
識
と
な
っ
て
一
部
六

O
O巻
の
『
大
般
若
経
』

を
一
巻
ず
つ
書
写
し
、
「
般
若
心
経
』
で
は
老
若
男
女
が
起
坐
行
歩
に
「
摩
詞
般

若
波
羅
蜜
」
を
念
じ
る
点
に
目
新
し
き
が
認
め
ら
れ
る
。
唐
に
お
い
て
も
同
様
の

例
が
あ
る
の
か
ど
う
か
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
八
月
に
入
っ
て
か
ら

の
『
大
般
若
経
』
『
般
若
心
経
』
を
め
ぐ
る
施
策
は
、
『
金
剛
般
若
経
」
に
端
を
発

し
た
般
若
経
典
の
尊
重
策
と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
λ
唐
廻
使
の
知
見
に
負

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
大
量
書
写
に
つ
い
て
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
唐

風
趣
味
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。
遣
唐
使
の
一
行
は
、
長
安
に
お

い
て
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
な
北
宗
禅
や
法
相
系
の
人
々
に
よ
る
『
金
剛
般
若
経
』

二の
十研
四究
日に
付触
のれ
淡た
海で
真あ
人ろ
三う
船し
の、

書膳
状大

大古
安、

寺次
僧に
戒引
明用
宛(す
にc _2

2量
る l

F 年
ヲ問
に百

金
剛
蔵
菩
薩

よ
る

金
剛j
般
若
経

の
注
釈
書
を
日
本

資
し
て
し、

る
か
ら
で

あ
る
。

一
昨
使
至
、
垂
一
一
示
従
レ
唐
新
来
釈
摩
詞
術
論
-
、
開
レ
名
之
初
喜
レ
見
二
龍
樹
之

妙
釈
一
、
開
レ
巻
後
恨
レ
稼
ニ
馬
鳴
之
真
宗
一
、
今
検
二
此
論
二
実
非
ご
龍
樹
之
旨
一
、

是
愚
人
仮
一
一
菩
薩
高
名
-
而
所
レ
作
耳
、
(
中
略
)
今
大
徳
当
代
智
者
、
何
労
遠

路
持
一
一
此
偽
文
-
来
、
昔
膳
大
丘
従
レ
唐
持
来
金
剛
蔵
菩
薩
注
金
剛
般
若
経
亦

同
二
此
論
一
並
偽
妄
作
也
、
願
早
蔵
匠
不
レ
可
二
流
転
べ
取
一
一
笑
於
万
代
一
、
真

人
三
船
白
、

こ
こ
で
は
、
戒
明
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
大
乗
起
信
論
」
の
注
釈
量
目
『
釈
摩

前
術
論
』
#
淡
海
三
船
は
偽
撰
と
論
難
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
以
前
に
も
膳

大
丘

よ
てコ

て
偽
妄
の
作
で
あ
る

金
剛
蔵
菩

醇
1王
金
剛
般
若
経

が
吉野
さ
れ
た

」
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(
回
)

淡
海
三
船
は
、
石
上
朝
臣
宅
嗣
と
と
も
に
「
文
人
之
首
」
と
称
さ
れ
る
奈
良

時
代
の
代
表
的
な
知
識
人
で
あ
る
が
、
『
龍
論
抄
』
所
引
の
『
延
暦
僧
録
』
「
淡
海

居
士
伝
」
に
は
「
童
年
厭
レ
俗
、
折
-
-
尚
玄
門
一
、
於
二
天
平
年
一
、
伏
三
暦
唐
道
雄

大
徳
↓
為
ニ
息
置
¥
探
一
一
間
三
蔵
¥
披
一
一
検
九
経
↓
」
「
勝
宝
年
、
有
レ
勅
令
ニ
還
俗
一
、

姓
真
人
、
起
唐
学
生
、
因
レ
患
制
亭
」
と
あ
り
、
天
平
年
に
唐
僧
道
滞
に
師
事
し

一14-

生て
と出
し家
てし
入た
~ ~ 

~と

35 
h; :;ii: 
つ叶ー

た f:

E揺
が L
実主
兵事
ご事
モ苗2
ー)た
二二 『んま

先自治
刀ミ 串

学広
間た
生め
に学

起
用
さ
れ
た
の
は
天
平
勝
宝
二
年
度
の
遣
唐
使
の
折
で
、
同
学
に
膳
大
丘
や
藤
原

の刷
あ雄
つが
たい
刷 fこ
雄§二
日ー

芥船
T は

ぞ歪
唐?き
のい
t も

:事
情断
報今
をせ
和ざ
リ、る

大 1
I工な
のか
1IIfつ

した
たが
金
剛親
蔵交

菩
薩
注
を
見
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
三
船
が
、
こ
の
書
を
偽
妄
の
作

と
断
じ
た
の
は
、
「
金
剛
般
若
経
」
に
つ
い
て
相
当
深
い
見
識
が
あ
っ
た
た
め
と

恩
わ
れ
る
。

三
船
が
師
事
し
た
道
躍
は
、
伝
戒
の
た
め
天
平
八
年
八
月
に
遣
唐
副
使
中
臣

(
目
別
}

名
代
の
船
で
来
朝
し
大
安
寺
に
止
住
し
て
い
た
が
、
吉
備
真
備
の
「
道
熔
和
上
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伝
纂
」
に
は
道
滞
の
師
は
普
寂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
普
寂
は
前
記
の
よ
う
に
北

宗
禅
の
祖
神
秀
の
弟
子
で
、
『
金
剛
般
若
経
」
に
も
精
通
し
、
七
二

0
1七
三

O

勝年
大頃
E に
がは
ヨ抵 立盆
周回

L 寂
たの
金影
剛響
蔵下
菩に
臨『

淫金
で岡l
ぁ~
つ相

ナー 経

E産
主苦
zz 
売る心

恐主
的、

くそ

道喜
婚が

の
在
唐
中
に
は

『
金
剛
般
若
経
注
』

は
ま
だ
著
わ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
船
が

道
疎
か
ら
北
宗
禅
で
重
視
さ
れ
る
『
金
剛
般
若
経
』

の
解
釈
法
を
伝
授
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
従
来
の
注
釈
書
と
は
異
な
っ
て
悟
り
へ
の
実
践
と
い
う
視
点
か

ら
附
会
的
な
経
文
解
釈
が
目
立
つ
と
い
う
『
金
剛
般
若
経
注
』
(
金
剛
蔵
菩
薩
注
)

(ω) に
違
和
感
を
抱
き
、
偽
妄
の
作
の
熔
印
を
押
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

奉
請ー
使方
と.

なこ

り喜
某を
寺日
勤秀

禁事
E品
興工
福 JZ

書室
完詰、
兵書
号援
フl 、
金z9興
と福
勘寺
経の
実経
務典

でに
な従
い事
がし
、て

当い
持た
の。

文大
人丘
のの
多場
く合
必ま 匂

仏伝
教が
に残
強ら
いな
関い
心の
をで
抱申
し、匁、
てり

;:晶
戸は

i百思
¥培、

帰
国
後
の
動
向
か
ら
推
せ
ば
、
大
丘
は
入
唐
以
前
か
ら
輿
福
寺
と
の
繋
が
り
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
興
福
寺
は
法
相
宗
の
拠

点
寺
院
で
、
義
淵
・
玄
時
・
普
珠
ら
が
元
興
寺
の
南
寺
系
に
対
し
北
寺
系
の
法

(ηv 

相
宗
を
興
隆
さ
せ
て
い
た
。
善
珠
の
弟
子
常
楼
と
外
伝
の
学
習
を
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
大
丘
は
、
こ
う
し
た
輿
福
寺
僧
と
の
交
流
を
通
し
て
法
相
教
学
に
も
親
し

ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

在
唐
中
の
大
丘
は
、
前
記
の
よ
う
に
因
子
監
の
参
観
を
果
た
し
て
い
る
が
、
阿

倍
仲
麻
自
の
仲
介
で
唐
の
仏
教
界
に
も
出
入
り
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
法
相
系
の
道
範
に
よ
る
「
御
注
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
宣

演
」
の
存
在
を
知
っ
た
大
丘
は
『
金
剛
般
若
経
」

へ
の
関
心
を
か
き
立
て
ら
れ
、

同
経

ま
てコ

わ
る
注
釈
書
類
を
収
集
し
日
本
に
持
ち
帰
てコ

た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
そ
の
中
に
、
北
宗
禅
と
か
か
わ
り
の
深
い
先
の
金
剛
蔵
菩
薩
注
も
含
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

淡
海
三
船
の
書
状
か
ら
窺
わ
れ
る
新
来
の
『
金
剛
般
若
経
』

の
注
釈
書
を
め
ぐ

る
動
き
は
、
当
時
の
文
人
間
だ
け
で
は
な
く
彼
ら
が
か
か
わ
り
を
持
つ
寺
院
に
も

波
及
し
た
で
あ
ろ
う
。
僧
尼
ら
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た

の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
鑑
真
と
そ
の
弟
子
の
来
朝
と
い
う
新
た
な

中
国
仏
教
伝
来
の
画
期
を
迎
え

膳
大
丘
ら
が
粛
し
た
情
報
の
吸
収
に
も

さ
が

建な
議か
者つ
をた
興は
福ず
寺で
別あ
当7.>
の u

慈そ
訓の

に意
求味
めで
よ
う冨
と剛
す般
る若
ji鋒
ノ']73-ー

は一
興 O
味。
深 o
t書
大写
丘の

と
輿
福
寺
の
繋
が
り
を
念
頭
に
す
れ
ば
、
仏
教
界
か
ら
の
反
応
を
示
す
も
の
と
し

て
留
意
さ
れ
る
。

光
明
皇
太
后
の
延
命
祈
願
の
た
め
実
施
さ
れ
た
『
金
剛
般
若
経
」

の
大
量
書
写

は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
唐
風
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
仲
麻

呂
は
ま
た
、
文
人
や
僧
尼
閑
に
お
け
る
『
金
剛
般
若
経
』
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
、

刷
雄
や
側
近
の
延
慶
や
慈
訓
ら
を
通
し
て
認
知
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
二

度
に
わ
た
る
書
写
に
際
し
、
異
な
る
漠
訳
本
を
底
本
に
据
え
た
の
は
、
こ
う
し
た

仏
教
界
の
動
向
を
受
け
た
延
慶
ら
の
考
案
に
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
天
平
宝
字
二
年
に
お
け
る
『
金
剛
般
若
経
』
大
量
書
写
の
背
景
を

め
ぐ
っ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
そ
こ
に
は
天
平
勝
宝
六

年
の
入
唐
廻
使
が
持
ち
帰
っ
た
唐
玄
宗
皇
帝
の

「
金
剛
般
若
経
』
尊
重
策
が
反
映

さ
れ
て
お
り
、
藤
原
仲
麻
呂
は
官
制
税
制
等
の
施
策
と
同
じ
く
唐
風
政
策
の

環
と
し
て
『
金
剛
般
若
経
』
を
重
用
し
、
光
明
皇
太
后
の
病
気
平
癒
と
延
命
の
た

め
二
度
に
わ
た
る
『
同
経
』

の
書
写
事
業
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
冒
頭
で
提
示
し
た
①
の
問
題
、
す
な
わ
ち
『
金
剛
般
若
経
』
が
一
一

度
に
わ
た
っ
て
大
量
に
書
写
さ
れ
た
理
由
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
解
答
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
新
来
の
漢
訳
本
が
底
本
に
据
え
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て

は
十
分
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
膳
大
丘
が
持
ち
込
ん
だ
金

剛
蔵
菩
薩
注
に
対
す
る
淡
海
三
船
の
反
応
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
金
剛
般
若

経
』
の
新
来
の
注
釈
書
が
文
人
間
さ
ら
に
は
僧
尼
問
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
こ

人と
々 カミ
の 1生
同意
にさ
もれ

金モ
切入
舷唐
若珊
重複
日は
L 、

寺霊
長雪
作~

;E け
面で

;己は
やな

才、く
き仏
立道
て惜
て行
いに
た励
わむ

け
で
、
②
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
『
金
剛
般
若
経
』

の
受
容
の
度
合
を
測
る
こ
と

に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
に
な
る
と
息
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
③
の
『
千
手
千
眼
経
』

一0
0
0巻
・

『
新
縞
索
経
』

一二

O
巻
書
写

一O
部
二
人

O
巻
・

『
薬
師
経
」

と
の
相
互
関
係
の
問
題
と
合
わ
せ
て
後
考
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、

入
唐
廻
使
や
鑑
真
と
そ
の
弟
子
が
調
剤
し
た
新
来
の
中
国
仏
教
を
為
政
者
や
僧
尼
・

文
人
ら
が
摂
取
す
る
過
程
で
生
じ
た
出
来
事
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
で
あ
ろ

、
内
J

。限
ら
れ
た
史
料
の
中
か
ら
中
国
仏
教
受
容
の
様
相
を
読
み
取
る
こ
と
が
、
写
経

(
別
件
)

事
業
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

注(
1
)
山
本
「
天
平
宝
字
二
年
に
お
け
る
御
願
経
三
六
O
O巻
の
書
E
fム
且
体
像
の
把
握

の
た
め
に
|
」
(
正
倉
院
文
書
研
究
会
編
『
正
倉
院
文
書
研
究
』

3

4

、
吉
川

弘
文
館
、

一
九
九
五
九
六
年
)
。

(
2
)
松
田
誠
一
郎
「
光
明
皇
太
后
不
念
と
唐
招
提
寺
木
彫
群
」
(
「
仏
教
芸
術
』

五

ノ1

一
九
八
五
年
)
。
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(
3
)
天
平
宝
字
二
年
の
御
願
経
書
写
は
、
宮
崎
健
司
「
天
平
宝
字
二
年
の
写
経
事
業
|

七
月
四
日
内
相
宣
写
経
を
中
心
と
し
て

l
」
(
『
古
代
文
化
』
四
一
九
、

九
J¥ 

九
年
)
、
同
「
天
平
宝
字
二
年
の
写
経
|
慈
訓
と
慶
俊
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
堅
固
修

編
「
日
本
史
に
お
け
る
社
会
と
宗
教
』
所
収
、
文
栄
堂
書
庖
、

一
九
九
一
年
)
で

も
詳
論
さ
れ
、
建
議
者
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
第
五

節
で
言
及
す
る
。

(
4
)
三
枝
充
恵
「
般
若
経
の
成
立
」
(
平
川
彰
・
梶
山
雄
一
・
高
崎
直
道
編
『
講
座
・

大
乗
仏
教
』

2
所
収
、
春
秋
社
、

一
九
八
三
年
)
。

(
5
)
「
日
本
書
紀
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
、
「
続
日
本
紀
』
は
新
日

本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
、
『
日
本
後
紀
」
以
下
の
正
史
は
新
訂
増
補
国

史
大
系
本
(
吉
川
弘
文
館
)
に
よ
る
。



(
6
)
『
続
日
本
紀
」
天
平
九
年
人
月
丙
辰
、
同
十
三
年
三
月
乙
巳
、
神
護
景
雲
元
年
十

月
庚
子
、
宝
亀
元
年
七
月
乙
亥
、
同
八
年
=
一
月
発
酉
、
延
暦
八
年
十
二
月
庚
寅
な

ど
の
各
条
。
鶴
岡
静
夫
「
古
代
に
お
け
る
大
般
若
経
へ
の
依
拠
」
(
同
「
古
代
仏

教
史
研
究
』
所
収
、
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、

一
九
六
五
年
)
参
照
。

(
7
)
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
正
月
戊
寅
、
同
三
年
六
月
甲
子
の
各
条
に
仁
王
会
が
見

え
る
。
『
大
般
若
経
』
に
つ
い
て
は
前
掲
注

(
6
)
を
参
照
。

(8)
「
日
本
後
紀
」
大
同
元
年
三
月
辛
巳
、
「
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
六
月
発
亥
、
承

和
元
年
四
月
丙
成
、
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
仁
寿
二
年
十
二
月
丁
亥
な
ど
の
各

条。

(
9
)
天
平
勝
宝
六
年
二
月
十
八
日
付
造
東
寺
司
解
案
(
続
々
修
十
ノ
二
十
六
、
『
大
日

本
古
文
書
(
編
年
文
書
)
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)
十
三
ノ
五
0
1
五
七
。
以
下
で

は
正
倉
院
文
書
の
種
別
と
『
大
日
本
古
文
書
」
収
載
の
巻
・
ペ
ー
ジ
数
を
右
の
よ

う
に
記
す
)
。
文
書
名
は
、
「
大
日
本
古
文
書
」
及
び
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂

『
正
倉
院
文
書
目
録
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
七
i
九
九
年
)
に
よ
る
。

(
叩
)
関
紙
検
定
弁
使
用
候
(
続
々
修
二
十
六
ノ
七
裏
、
十
三
ノ
一
一
一
一
一

i
二
八
万

(
H
)
天
平
宝
字
二
年
十
一
月
三
日
付
東
寺
写
経
所
解
案
(
続
々
修
四
十
五
ノ
一
二
裏
、
十

四
ノ
二
二
六
j
二
三
四
)
。

(
立
)
天
平
勝
宝
九
歳
六
月
十
五
日
付
写
書
所
解
(
案
)
(
続
々
修
四
十
二
ノ
五
、
十
三

ノ
二
二
一
)
。

(
臼
)
『
般
若
心
経
』
は
宮
崎
健
司
「
年
料
多
心
経
に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
史
学
研
究
』
一
一
一

五

一
九
九
三
年
)
、
「
仁
王
般
若
経
」
は
中
林
隆
之
「
日
本
古
代
の
仁
王
会
」

(
「
正
倉
院
文
書
研
究
』

6 

一
九
九
九
年
)
参
照
。

(M)
以
下
、
本
文
で
年
月
日
を
付
し
た
事
項
は
断
ら
な
い
限
り
『
続
日
本
紀
」
に
よ
る
。

(
日
)
坂
本
太
郎
「
古
代
の
日
本
』
(
坂
本
太
郎
著
作
集
第
一
巻
、
古
川
弘
文
館
、

九
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岸八
俊九
男年

藤第
原ー
仲篇
麻六
邑(ー)

害翁
川出
弘は

高五
0 
年
。

一
九
六
九
年
)

一
八
六
l
=
一
五
六
ベ

ー
ジ
に
よ
る
。

げ
)
中
華
書
局
刊
。

時
)
中
華
書
局
刊
。

(
m
m
)

『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
第
四
九
巻
三
七
五
ペ
ー
ジ
、
ぬ
二
o
=
一
五
、
大
正
新
情
大

蔵
経
刊
行
会
。
以
下
、
「
大
蔵
経
」
四
九
ノ
三
七
五
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

初
)
「
大
蔵
経
」
五
O
ノ
七
九
五
、
ぬ
二

O
六
一
。

幻
)
大
化
書
局
刊
。

(
幻
)
『
大
蔵
経
』
八
五
ノ
八
1
九
、
ぬ
二
七
三
三
。

(
お
)
道
範
伝
に
は
、
「
初
玄
宗
注
レ
経
、
至
一
一
若
有
人
先
世
罪
業
応
堕
悪
道
乃
至
罪
業
則

為
消
滅
-
、
難
レ
提
ニ
免
翰
一
頗
見
二
狐
疑
-
」
(
「
大
蔵
経
」
五

O
ノ
七
三
五
)
と
見
え

る
。
『
金
剛
般
若
経
』
(
鳩
摩
羅
什
訳
)
の
当
該
筒
所
に
は
、
「
是
人
先
世
罪
業
応
堕
一
一

悪
道
一
、
以
一
一
今
世
人
軽
賎
一
故
、
先
世
罪
業
別
為
一
一
消
滅
-
」
と
あ
る
。
分
節
と
本
文

は
、
梶
芳
光
速
「
金
剛
般
若
経
」
(
仏
典
講
座
6
、
大
蔵
出
版
、

一
九
七
二
年
)
に

よ
る
。

(
鈍
)
鎌
田
茂
雄
「
中
国
仏
教
史
』
第
五
巻
(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
四
年
)
九
七

ベ
1
ジ
。
『
宋
高
僧
伝
」
巻
八
の
慧
能
伝
に
は
、
「
偶
間
三
郎
臨
時
間
調
ニ
金
剛
般
若
経
一
、

能
凝
レ
神
属
レ
垣
遅
遅
不
レ
去
、
間
目
、
誰
辺
受
二
学
此
経
-
、
日
従
=
蕗
州
黄
梅
猪

茂
山
忍
禅
師
一
勧
二
持
此
法
一
、
云
即
得
-
h
見
性
成
仏
-
也
、
能
間
一
-
是
説
-
若
三
渇
夫
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之
飲
一
一
索
、
紫
一
也
」
『
大
蔵
経
』
(
五

O
ノ
七
五
回
)
と
見
え
る
。
唐
代
仏
教
の
展
開

と
各
宗
の
概
容
に
つ
い
て
は
、
右
の
鎌
田
茂
雄
著
書
第
二
章
及
び
向
『
中
国
仏
教
史
』

第
六
巻
(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
)
第
四
章
を
参
照
。

(
お
)
末
木
文
美
士
「
奈
良
時
代
の
禅
」
(
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
、
一
九
八
八
年
)
。

普
寂
と
次
の
義
福
の
伝
は
「
宋
高
僧
伝
』
巻
九
に
も
見
え
る

(
『
大
蔵
経
』
五

O

ノ
七
六

0
1七
六
こ
。

(
町
四
)
鎌
田
前
掲
注
(
包
)
著
書
第
六
巻
七
二
六

1
七
三
二
ペ
ー
ジ
。

一
行
伝
は
「
宋
高

僧
伝
」
巻
五
に
も
収
め
ら
れ
る
(
「
大
蔵
経
」
五
O
ノ
七
三
二

1
七
三
三
)
。

(
幻
)
『
大
蔵
経
」
四
九
ノ
三
七
三
。

(
お
)
伊
吹
敦
「
初
期
禅
宗
に
お
け
る
『
金
剛
経
』
」
(
阿
部
慈
園
編
「
金
剛
般
若
経
の
思

想
的
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、

一
九
九
九
年
)
。

m)
伊
吹
敦
「
北
宗
禅
の
新
資
料

l
金
側
蔵
菩
薩
撰
と
さ
れ
る

『
観
世
音
経
讃
』
と

「
金
剛
般
若
経
註
』
に
つ
い
て
」
(
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』

七

九
九

年)。

(
初
)
平
井
宥
慶
「
敦
埠
本
・
道
範
集
『
御
注
金
剛
経
宣
演
」
考
」
(
「
印
度
学
仏
教
学
研

究
』

一
九
七
三
年
)
、
同
「
敦
燈
流
伝
の
金
剛
般
若
経
」
(
「
金
剛
般

若
経
の
思
想
的
研
究
」
所
収
、
前
掲
注
(
お
)
参
照
)
。

訂
)
上
海
古
籍
出
版
社
刊
。

位
)
鎌
田
前
掲
注
(
倒
的
)
著
書
第
五
巻
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
勝
崎
裕
彦
「
般
若
経
の
霊
験
記
類

i
「
金
剛
般
若
経
』
を
中
心
と
し
て
」
(
「
大

正
大
学
研
究
論
叢
』
四
、

一
九
九
六
年
。
後
に
、
「
金
剛
般
若
経
の
思
想
的
研
究
」

(
前
掲
注
(
お
)
参
照
)
に
再
録
)
。

(
但
)
高
橋
佳
典
「
玄
宗
朝
に
お
け
る
『
金
剛
経
』
信
仰
と
延
命
祈
願
」
(
「
東
洋
の
思
想

と
宗
教
』

ム，、

一
九
九
九
年
)
。

(
お
)
呉
夢
麟
「
房
山
石
経
本
〈
唐
玄
宗
注
金
剛
経
〉
録
文
附
整
理
活
記
」
(
「
世
界
宗

教
研
究
』

一
九
八
二
年
第
二
期
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
)

で
は
、
北
京
郊
外
の

一
房
山
雲
居
寺
の
石
経
か
ら
発
見
さ
れ
た
天
宝
元
年
八
月
十
五
日
刻
の
『
御
注
金
剛

般
若
経
』
の
全
文
を
紹
介
し
、
天
下
に
頒
示
さ
れ
て
、
七
、
八
年
ば
か
り
で
当
時

の
京
師
を
千
里
以
上
も
離
れ
た
幽
州
の
百
姓
が
「
御
注
金
剛
般
若
経
』
を
石
刻
し

て
い
る
の
は
、
玄
宗
の
政
策
的
な
成
功
を
物
語
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
本
論
文

の
解
読
に
は
相
愛
大
学
教
授
孫
久
富
氏
の
御
教
示
を
得
た
)
。

(
お
)
天
平
勝
宝
二
年
九
月
二
十
四
日
(
己
酉
)
任
(
吉
備
真
備
の
副
使
任
は
同
一
二
年
十

一
月
七
日
(
丙
成
)
)
、
同
四
年
間
三
月
頃
出
発
(
「
続
日
本
紀
』
)
。
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(
幻
)
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
年
二
月
乙
亥
条
の
藤
原
清
河
莞
伝
を
参
照
。
阿
倍
仲
麻
呂

に
つ
い
て
は
、
蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』
(
桜
楓
社
、

一
九
七
六
年
)

第
十
一
章
第
三
節
「
阿
倍
仲
麻
呂
在
唐
詩
三
首
の
周
辺
」
を
参
照
。

(
お
)
藤
原
刷
雄
の
帰
国
を
伝
え
る
記
録
は
残
ら
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
鑑
真
の
死
を

傷
む
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
真
一
行
と
行
動
を
と
も
に
し
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る

(
岸
前
掲
注
(
日
山
)
著
書
一
五
八

i
一
六
二
ペ
ー
ジ
)
。
勝
大

E
の
場
合

は
、
天
平
勝
宝
七
歳
四
月
に
経
典
奉
請
使
と
な
っ
て
い
る
(
後
述
)
こ
と
か
ら
の

推
定
で
あ
る
。

(
お
)
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
八
月
辛
未
、
同
二
年
正
月
乙
巳
条
。

(
必
)
辻
善
之
助
・
久
松
潜
一
監
修
、
竹
内
理
一
ニ
編
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
(
東
京
堂
出
版
、

一
九
六
二
年
)
八
九
五

1
九
O
八
ペ
ー
ジ
。



(
引
)
薗
田
香
敵
「
恵
美
家
子
女
伝
考
」
(
同
『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』
所
収
、

t高
書
房

一
九
九
二
年
。
初
出
は
一
九
六
六
年
)
。

(
必
)
横
田
健
一

「
家
伝
、
武
智
麻
呂
伝
研
究
序
説
」
(
同
『
白
鳳
天
平
の
世
界
』
所
収
、

創
元
社
、

一
九
七
三
年
。
初
出
は
一
九
六
二
年
)
。

(
必
)
東
京
・
個
人
蔵
、
「
大
日
本
古
文
書
」
二
十
五
ノ
一
八
五

1
一
九
三
。

(
日
明
)
塵
芥
二
十
一
裏
、
「
大
日
本
古
文
書
」
四
ノ
七
二
j
七
三
。

{
必
)
筒
井
英
俊
校
訂
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
一
年
再
版
。
初
版
は
一
九
四
四
年
。

(
必
)
霊
亀
二
年
八
月
二
十
日
(
発
亥
)
任
、
同
三
年
二
月
頃
出
発
(
『
続
日
本
紀
」
)
。

(
訂
)
天
平
四
年
八
月
十
七
日
(
丁
亥
}
任
、
同
五
年
四
月
出
発
(
「
続
日
本
紀
』
)
。

(
必
)
『
続
日
本
紀
」
宝
亀
六
年
十
月
壬
成
、
天
平
十
人
年
六
月
己
亥
条
。

(
必
)
御
製
詩
に
つ
い
て
は
、
蔵
中
前
掲
注
(
初
出
)
著
書
第
十
一
章
第
五
節
「
「
開
元
皇

帝
御
製
詩
『
送
日
本
使
z
J
」
の
周
辺
」
を
参
照
。

切
)
「
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
四
月
辛
亥
、
同
十
八
年
六
月
己
亥
条
。

(
日
)
東
野
治
之
「
唐
の
文
人
薪
穎
士
の
招
請
」
「
遣
唐
使
の
諸
問
題
」
(
同
『
遣
唐
使
と

正
倉
院
」
所
収
、
岩
波
書
居
、

一
九
九
二
年
。
初
出
は
一
九
八
二
・
八
九
年
、

九
七
九
年
)
。

臼
)
『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
八
八
九
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
奉
写
一
切
経
所
解
案
(
奉
写
一
切
経
所
解
移
牒
案
内
)
(
続
々
修
一
一
一
ノ
四
、
『
大
日

本
古
文
書
』
十
五
ノ
四
二

1
四
六
)
。

(
M
)
中
村
元
紀
野
一
義
訳
註
「
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経
』
(
岩
波
文
庫
、

一
九
六

O
年
)

の
「
「
金
剛
般
若
経
」
解
題
」
、
梶
芳
前
掲
注
(
お
)
著
書
三
一

l
四
四
ベ

ー
ジ
参
照
。

(
弱
)
天
平
勝
宝
六
年
十
一
月
八
日
(
戊
辰
)

の
勅
で
は
、
「
奉
一
一
為
二
尊
御
体
平
安
、
宝

寿
増
長
一
、

一
七
之
問
、
屈
二
掛
川
九
僧
一
、
帰
=
依
薬
師
琉
瑠
光
仏
二
恭
敬
供
養
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
二
尊
」
は
聖
武
太
上
天
皇
と
光
明
皇
太
后
を

指
す
が
、
聖
武
の
病
気
平
癒
の
た
め
『
薬
師
璃
璃
光
本
願
功
徳
経
』

の
続
命
法
に

よ
る
供
養
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
同
三
年
十
月
二
十
三
日
(
壬
申
)

の
詔
に
も

見
え
る
(
以
上
「
続
日
本
紀
』
)
。

(
白
山
)
天
平
宝
字
元
年
十
月
十
四
日
付
写
経
所
解
案
(
続
々
修
十
人
ノ
五
、
『
大
日
本
古

文
書
」
四
ノ
二
四
二
)
。
以
下
、
天
平
宝
字
二
年
八
月
に
至
る
ま
で
の
写
経
事
業

の
経
緯
に
つ
い
て
は
山
本
前
掲
注

(
1
)
論
文
を
参
照
。

(
釘
)
経
紙
出
納
帳
(
続
々
修
一
一
一
十
七
ノ
四
、
「
大
日
本
古
文
書
」
一
一
一
ノ
六
一
一
一
)
。

(
路
)
天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
五
日
付
造
東
寺
司
写
経
目
録
案
(
続
々
修
十
八
ノ
六
裏
、

『
大
日
本
古
文
書
」
十
四
ノ
二
五
七

1
三
五
八
)
。

(
印
)
天
平
宝
字
三
年
七
月
四
日
付
紫
徴
内
相
宣
(
続
々
修
八
ノ
一
、
『
大
日
本
古
文
書
』

四
ノ
二
七
回
)
。

ω)
前
掲
注
(
四
国
)
に
同
じ
。

(
日
)
知
識
「
大
般
若
経
』
書
写
に
つ
い
て
は
、
山
本
「
天
平
宝
字
二
年
造
東
大
寺
司
写

経
所
の
財
政
運
用
|
知
識
経
写
経
と
写
経
所
別
当
の
銭
運
用

l
」
(
「
南
都
仏
教
」

五
六

一
九
八
六
年
)
巴
を
参
照
。

(
位
)
「
宝
冊
紗
」
巻
八
所
収
(
『
大
蔵
経
」
七
七
ノ
八
二

0
1八
一
二
、
ぬ
二
四
五
三
)
。

(
臼
)
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
辛
亥
条
の
石
上
宅
嗣
亮
伝
に
は
、
「
自
一
-
宝
字
-
後
、

宅
嗣
及
淡
海
真
人
三
船
為
二
文
人
之
首
一
」
と
見
え
る
。

(
印
刷
)
後
藤
昭
雄
「
『
延
暦
僧
録
』
「
淡
海
居
士
伝
」

侠
文
」
(
同
「
平
安
朝
漢
文
文
献
の
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研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
。
初
出
は
一
九
八
八
年
)
に
掲
出
さ

れ
た
翻
刻
訳
注
に
よ
る
。

(
邸
)
『
経
国
集
」
巻
一

O
(
『
群
書
類
従
』
第
八
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
)
に
は
、
刷

雄
の
出
家
に
際
し
、
三
船
の
作
っ
た
詩
「
和
二
藤
六
郎
出
家
之
作
-
」
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
刷
雄
が
鑑
真
の
死
を
傷
ん
で
作
っ
た
詩
は
、
三
船
述
作
の

「
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

筋
)
安
藤
更
生
「
墜
真
大
和
上
伝
之
研
究
』
(
平
九
社

一
九
六
O
年
)
八
二

1
八
六

ペ
ー
ジ
。

(
釘
)
「
伝
纂
」
に
引
用
さ
れ
た
「
碑
文
」
の
前
序
に
、
「
昔
=
一
蔵
菩
提
達
磨
、
天
竺
東
来

至
ニ
於
漠
地
一
、
伝
ニ
禅
法
於
慧
可
一
、
可
伝
一
一
僧
藤
戸
、
操
伝
-
一
道
信
一
、
信
伝
一
弘

忍
-
、
忍
伝
二
神
秀
-
、
秀
伝
一
一
普
寂
一
、
寂
即
我
律
師
所
レ
事
和
上
也
」
と
あ
る
。

(
四
四
)
伊
吹
前
掲
注
(
鈎
)
論
文
。

ω)
前
掲
注
(
四
回
)
に
同
じ
。

(
拘
)
大
平
聡
「
天
平
勝
宝
六
年
の
遣
唐
使
と
五
月
一
日
経
」
(
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記

念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
」
上
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
)
。

(η)
こ
の
点
は
、
「
文
人
之
首
」
と
さ
れ
た
淡
海
一
一
一
船
と
石
上
宅
嗣
が
仏
道
修
行
に
励

ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
山
本
「
早
良
親
王
と
淡
海
三
船
l
奈
良
末

期
の
大
安
寺
を
め
ぐ
る
人
々
」
(
『
弘
法
大
姉
の
思
想
と
そ
の
展
開
』
、
高
野
山

大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
・
別
冊
1
、

一
九
九
九
年
)
参
照
。

(
m
M
)

富
貴
原
章
信
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
(
富
貴
原
章
信
仏
教
学
選
集
第
三
巻
、
図
書

刊
行
会
、

一
九
八
九
年
。
初
版
は
一
九
四
四
年
)
第
五
章
参
照
。

(
刀
)
宮
崎
健
司
「
天
平
宝
字
二
年
の
写
経
慈
訓
と
慶
俊
を
め
ぐ
っ
て
」
(
前
掲
注

(3)
参
照
)
で
は
、
書
写
を
終
え
た
経
巻
の
大
半
が
慈
訓
の
い
る
法
華
寺
嶋
院

に
奉
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
、
慈
訓
を
建
議
者
に
比
定
し
て
い
る
。

(
丸
)
そ
の
意
味
で
、
栄
原
永
遠
男
「
鑑
真
将
来
経
の
行
方
」
(
同
「
奈
良
時
代
の
写
経

と
内
裏
」
所
収
、
塙
書
房
、
二

O
O
O年
。
初
出
は
一
九
九
七
年
)
は
重
要
な
作

業
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
二

0
0
0年
五
月
十
三
日
に
行
な
わ
れ
た
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学

会
で
の
発
表
要
旨
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
、
御
清
聴
い
た
だ
い
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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